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れらのガロタンニソは E.FISC-王ERl),K.FREUDENBERG2) らによってほぼ β-ペソタ 0ー-m-ジ






























- Tannicacid. - MethylatedTannicacid
イルグルコースと考えられてきたが,ARM汀AGE3)らほ近年,この種のタンニンは 針 ペンクー
0-ガロイルグルコースを中心に,それに3-4個の没食子酸が デブシ ド状に結合した 構造を











加水分解して,生成してくる3,4,5-トリー0-メチル没食子酸と3,4-ジ 0ー-メチル 没食子 酸
との比を測定してタソニソ中の m-ジガロイル基とガロイル基 との比を求めてみた｡ この比は
加水分解生成物をシリカゲル薄層クロマ トグラフを利用して両者を分離 し,それを比色定量し
て決定した｡その結果メ トオキシル基30.8%のメチル化 ヌルデ心材タンニンからは3,4,5-ト
リー 0-メチル没食子酸5個に対 して,約3個の3,4-ジ-0-メチル没食子酸が生成し,メ トオキ
シル33.9%含有の局方タンニン酸からは, 同じく5個に対し, 約3.5個の3,4-ジ-0-メチル
没食子酸が生成したO換言すればヌルデ心材タンニンは m-ジガロイル基 3個に対し, ガロイ






























燥後,エーテノLを留去して淡黄色粉末8.5gを得た｡ これをシ.)カゲルG, トルエン :ギ酸エ
チル :ギ酸 (5:4:1:Ⅴ/v)の系で薄層クロマ トグラフを行なった結果,これはほとんど純
粋な没食子酸であり,またそれを熱水から再結晶さして標晶との IRを比較すると完全に一致
















木 材 研 究 第34号 (1965)
加水分解後の水溶液を炭酸バ リウムで中和し; 硫酸バ リウムをろ別 後, Dowex50W-Ⅹ8
(H') のカラムを通したのち減圧濃縮し,シラップを得た｡これ を n-ブタノール-ピリジンー
水の (10:3:3,Ⅴ/v)展開剤を用いて下降法ろ紙クロマ トグラフィーで分析してみると グ
ルコ-スのみのスポッ トをあたえた｡ (アニリンフタレ- トで発色)0




タンニンのメチル化 :タンニン0.1gを小量のアセ トンに溶解し, ジアゾメタンのエーテル
溶液の過剰を加えて一夜放置後,エーテルを留去した｡これを2回くり返えしてメトオキシル
基含有量 30.24% のメチル化タンニンを得た｡きられこの操作を3回くり返して最終的にメ ト





メチル化タンニンのアルカリ加水分解 :上記メチル化物 50mgを Ⅳ-メタノール性水酸化カ





4×20cm のシリカゲルGの薄層面に 13mm 間隔で前記加水分解生成物溶液を付 し,クロロホ






トリー0-メチル没食子酸 ;Rf-諾 ,堤 -9030(260m両 こおいて),3,4- 0-
メチル没食子酸 ;Rf-1960-･ETI,?o";,-8500(260mpにおいて)
m-ガロイル没食子酸の合成 ･.FISHERらの方法5)によって合威した｡mp2850 (文献値 2850)
3,4-}-0-メタル没食子酸の合成 :HASLAM6)らの方法によって メチル 3-ベンゾイルオキ
シ-4,5-ジメトオキンベンゾアー トを合成し,それを加水分解して得た｡









られた｡ mp1730 (文献値6) 172--1740)
メチル 3-ベンゾイルオキシ 4ー,5-ジメトキシベンゾアー ト:3-0-ベンゾイル没食子酸 メチ
ル 0.5gを 3mlの酢酸エチルに溶解し,過剰のジアゾメタンエーテル溶液を加えて一夜放置
後,エーテルを留去すると結晶を得た｡これをただちに次の操作に用いた｡
3,4-ジ 0ー-メチル没食子酸 :前記のペソゾア- トに 1nメタノ-ル性水酸化 カリウム溶液
を 15ml加えて2時間煮沸還流後,反応溶液を塩酸酸性とし,生成物をエーテルで抽出した｡
ェーテル溶液を乾燥後,溶媒を留去して得られる結晶をベンゼンで十分に洗源して0.2gの結




5% sulfuricacid gaveglucose,galicacidand m-digalicacid. Glucose was
con丘rmedbypaperchromatography. Galicandm-digalicacid were isolated
bysilicicacidcolumnchromatographyandident泊edbycomparisonwithreliable
specimen. Thetannin wasextensivelymethylatedwithdiazomethaneandsub-
jectedtohydrolysiswith methanolicpotassium hydroxidesolution. 3,4-Di-0-
methylgallicacidand3,4,5-tri-0-methylgalicqcidinthehydrolyzatewereana-
lyzedbyultをavioletabsorption measurementafterisdlationofeachacidwith
thin-layertechnique. Theresultshowedthat3molsoftheformeragainst5
molsofthelatterwerepresentinthehydrolyzate. Sameproceduresasabove
wereundertaken withacommercial"tannicacidHforcomparison,where,3.5
molsoftheformeracidwasfoundfor5molsofthelatteracid.Theheartwood
ofRhus7aVanicacontained,besidetannin,freegalicacidwhichwasobtainedin
ayieldof0.17%.
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